
　

20
世
紀
も
末
に
近
づ
い
た
99
年
は
、

97
年
と
98
年
に
続
き
、
Ｓ
Ｇ
初
制
覇
が

相
次
い
だ
。
ま
ず
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
総
理

大
臣
杯
）
を
今
垣
光
太
郎
が
大
外
か
ら

ま
く
り
差
し
。
そ
の
後
ダ
ー
ビ
ー
（
全

日
本
選
手
権
）
ま
で
、
濱
村
芳
宏
→
大

嶋
一
也
→
田
頭
実
→
山
本
浩
次
→
山
室

展
弘
と
６
人
連
続
で
初
優
勝
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
を
今
垣
が
制
し
て
ス
ト
ッ

プ
、
最
後
の
グ
ラ
ン
プ
リ
（
賞
金
王
決

定
戦
）
は
松
井
繁
が
勝
っ
て
締
め
た
が
、

“
群
雄
割
拠
”
感
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

今
村
豊
や
植
木
通
彦
も
毎
年
勝
率
ト
ッ

プ
争
い
を
し
て
い
た
し
、
濱
野
谷
憲
吾
・

岡
本
慎
治
ら
も
Ｇ
Ⅰ
を
勝
ち
ま
く
っ
て

い
た
。
ち
な
み
に
こ
の
年
の
Ｓ
Ｇ
８
レ

ー
ス
の
う
ち
、
逃
げ
で
決
ま
っ
た
の
は

１
レ
ー
ス
だ
け
。
イ
ン
１
着
率
が
20
％

台
だ
っ
た
レ
ー
ス
場
も
あ
り
、
現
在
か

ら
見
れ
ば
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

女
子
レ
ー
サ
ー
の
動
き
も
活
発
に
な

っ
て
き
た
。
鵜
飼
菜
穂
子
に
次
ぐ
世
代

1999年

と
し
て
ト
ッ
プ
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
日
高
逸
子
・
山
川
美
由
紀
・

谷
川
里
江
・
寺
田
千
恵
・
西
村
め
ぐ
み

（
本
部
め
ぐ
み
）
ら
。
中
で
も
山
川
は
、

２
月
の
四
国
地
区
選
で
優
勝
。
女
子
選

手
に
よ
る
男
女
混
合
Ｇ
Ⅰ
の
優
勝
は
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
開
始
後
間
も
な
い
昭
和

32
年
の
杉
本
明
子（
住
之
江
１
周
年
）以

来
、
42
年
ぶ
り
の
快
挙
と
い
う
こ
と
で

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
３

月
の
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
当

時
は
Ｇ
Ⅱ
女
子
王
座
決
定
戦
）
で
は
、

若
手
の
横
西
奏
恵
が
Ｆ
２
を
抱
え
な
が

ら
大
外
か
ら
快
勝
。
デ
ビ
ュ
ー
初
優
勝

を
大
金
星
で
飾
っ
た
。

　

暗
い
話
題
に
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
経

ダ
ー
ビ
ー
ま
で
の
S
G
は
全
て
初
制
覇

山
川
美
由
紀
が
混
合
Ｇ
Ⅰ
で
優
勝

売
り
上
げ
下
降
が
深
刻
に
…

○iモードサービスがスタート
○カリスマ美容師、厚底サンダル、
　ガングロ・ヤマンバギャルが話題に
○「GLAY」屋外ライブで20万人動員
【流行語大賞】ブッチホン（小渕恵三）、
リベンジ（松坂大輔）、雑草魂（上原浩治）

【最優秀選手】	 松井繁
【最優秀新人選手】	 平尾崇典
【最多勝金獲得選手】	 松井繁
【最高勝率選手】	 植木通彦
【最多勝利選手】	 桂林寛
【優秀女子選手】	 山川美由紀
【記者大賞】	 今垣光太郎

1998年主な出来事

優秀選手表彰

戸田のウインビー＆ウインク

大外から差して優勝した山川美由紀

今垣光太郎が年間ＳＧＶ２
歴史を変えた山川美由紀

済
低
迷
の
影
響
は
大
き
く
、
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
の
売
り
上
げ
は
92
年
以
降
下
降
続

き
。
そ
し
て
北
海
道
の
ボ
ー
ト
ピ
ア
釧

路
は
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
立
地

に
無
理
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ボ
ー
ト

業
界
で
レ
ー
ス
場
や
舟
券
発
売
所
の
売

り
上
げ
不
振
に
よ
る
閉
鎖
は
初
（
半
田

競
艇
場
は
台
風
に
よ
る
施
設
倒
壊
が
主

原
因
）。
業
界
に
震
撼
を
呼
ん
だ
。

　

売
り
上
げ
不
振
の
一
方
で
、
新
た
な

注
目
を
浴
び
る
ア
イ
テ
ム
が
誕
生
し

た
。
そ
れ
が
24
場
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

近
年
デ
ザ
イ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
り
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
ご
当
地
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ブ
ー
ム
に
も
乗
っ
て
人

気
を
集
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
多
数

制
作
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
こ
の

年
の
４
月
に
誕
生
し
た
の
が
蒲
郡
の
ト

ト
ま
る
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
原
ま
ゆ

み
さ
ん
が
製
作
し
、
声
優
の
野
沢
雅
子

さ
ん
が
声
を
あ
て
る
な
ど
、
レ
ー
ス
場

側
の
気
合
い
も
伝
わ
る
。
名
前
は
一
般

公
募
１
万
９
２
９
通
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
、
決
定
。
レ
ー
ス
場
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

全
国
24
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
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ト
ッ
プ
戦
線
は
も
っ
ぱ
ら
30
代
戦
士

の
争
い
が
顕
著
と
な
っ
た
。
登
番
で
い

え
ば
、
3
0
0
0
番
台
前
半
VS
後
半
と

い
う
図
式
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
前
半
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
池
田
浩

二
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
を
瓜
生
正
義
、
さ

ら
に
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ
で
新
ス
タ
ー

ト
王
・
菊
地
孝
平
が
若
松
ナ
イ
タ
ー
で

快
勝
。
さ
ら
に
メ
モ
リ
ア
ル
で
池
田
が

２
つ
目
の
V
。
一
方
、
30
代
最
後
を
迎

え
る
今
垣
光
太
郎
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
制
し
、
同
い
年
の
松
井
繁
が

待
望
の
ダ
ー
ビ
ー
初
Ｖ
で
追
い
上
げ
て

き
た
。
常
滑
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で

2009年

は
、
原
田
幸
哉
→
池
田
の
地
元
ワ
ン
ツ

ー
。
池
田
が
賞
金
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

で
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
臨
ん
だ
。

　

そ
し
て
注
目
の
賞
金
王
決
定
戦
で

は
、
40
歳
を
迎
え
た
松
井
が
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
ト
を
決
め
、
３
コ
ー
ス
か
ら
の
鮮

や
か
な
差
し
を
決
め
て
快
勝
。
こ
の
レ

ー
ス
史
上
タ
イ
の
３
回
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。
同
時
に
賞
金
王
も
確
定
さ
せ
て
、

前
年
に
続
く
５
回
目
の
最
優
秀
選
手
に

選
出
。
こ
れ
で
表
彰
制
度
が
始
ま
っ
て

以
降
、
ト
ッ
プ
の
彦
坂
郁
雄
に
並
ん
だ
。

　

Ｓ
Ｇ
の
上
位
を
30
代
が
独
占
し
た

が
、
20
代
で
健
闘
し
た
の
は
笠
原
亮
と

湯
川
浩
司（
と
も
に
Ｓ
Ｇ
２
優
出
）ぐ
ら

い
だ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
次
の
世
代
と

期
待
さ
れ
る
新
鋭
王
座
決
定
戦
の
顔
ぶ

れ
も
や
や
低
調
で
、
こ
の
年
の
優
勝
戦

で
後
に
Ｓ
Ｇ
覇
者
に
出
世
し
た
の
は
新

田
雄
史
だ
け
だ
。
01
年
に
移
転
し
た
ボ

ー
ト
レ
ー
サ
ー
養
成
所
（
や
ま
と
競
艇

学
校
）
卒
業
生
の
実
戦
で
の
苦
戦
が
目

立
ち
、
登
録
６
年
未
満
と
い
う
新
鋭
王

座
も「
曲
が
り
角
を
迎
え
た
…
」感
が
否

め
な
か
っ
た
。

30
代
前
半
選
手
の
猛
攻
を
し
の
ぐ

史
上
初
！	

女
子
選
手
の
最
優
秀
新
人

○野球のWBCで日本が2連覇
○土日祝日、高速道路1000円
○衆院選で民主党が圧勝し政権交代
○裁判員制度スタート
【流行語大賞】政権交代（鳩山由紀夫）

【最優秀選手】	 松井繁
【最優秀新人選手】	 平山智加
【最多勝金獲得選手】	松井繁
【最高勝率選手】	 今垣光太郎
【最多勝利選手】	 大嶋一也
【優秀女子選手】	 濱村美鹿子
【記者大賞】	 松井繁
【特別賞】	 加藤峻二
	 池田浩二

2009年主な出来事

優秀選手表彰

3度目のグランプリを勝った松井繁

引退セレモニーを行った野中和夫さん
　

そ
の
一
方
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
注

目
さ
れ
て
き
た
の
が
女
子
の
若
手
た

ち
。
こ
の
年
、
史
上
初
め
て
最
優
秀
新

人
に
女
子
の
平
山
智
加
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
年
、
長
き
に
わ
た
っ
て
艇
界
を

彩
っ
て
き
た
、
超
大
物
選
手
が
静
か
に

引
退
し
た
。“
モ
ン
ス
タ
ー
”
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
野
中
和
夫
だ
。
05
年
に
選

手
会
長
に
就
任
、
４
年
間
務
め
た
後
、

退
任
し
て
選
手
登
録
も
消
除
。
12
月
に

住
之
江
で
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
行
っ
て
最
後

の
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

ま
だ
Ｓ
Ｇ
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
17

回
の
史
上
最
多
優
勝
、
Ｓ
Ｇ
３
連
覇
、

76
年
後
期
の
勝
率
９
・
53
、
オ
ー
ル
ス

タ
ー
は
第
１
回
を
含
む
優
勝
６
回
、
年

間
賞
金
王
７
回
な
ど
史
上
１
位
の
記
録

を
山
の
よ
う
に
築
い
た
。
さ
ら
に
「
ワ

シ
は
『
勝
負
師
』
で
は
な
く
『
勝
ち
師
』

や
」
と
語
り
、
１
着
に
こ
だ
わ
る
強
烈

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
フ
ァ
ン
を
興
奮
さ

せ
た
。
ま
た
選
手
会
長
と
し
て
も
、
頻

繁
に
レ
ー
ス
の
現
場
へ
足
を
運
び
、
フ

ァ
ン
の
前
に
出
る
機
会
も
多
か
っ
た
。

艇
界
に
残
し
た
足
跡
は
と
て
つ
も
な
く

大
き
い
。

モ
ン
ス
タ
ー
が
水
面
を
去
る

松井繁が3回目のグランプリ制覇！
モンスター・野中和夫が引退
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